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編 集 後 記 
 
昨年の創刊号に続き、横浜看護学雑誌第 2巻第 1号が刊行となった。本号には、総説 1編、原著 1編、
研究報告 6編、資料 2編の計10編が掲載されている。いずれも今日の社会において意義ある研究・実践
の成果の数々である。折しも本編集委員会を擁する横浜市立大学医学部看護学科は、平成17年4月に大
学として発足ののち 4年間を経過し、本年 3月にまさしく看護を担う第一期生を送り出すことになった。
すなわちここに大学としての形態を整えたことになる。 
看護学は学問として後進であり、発展途上にあるものと評されている面もあるが、看護の受け手とな
る人々や地域全体を対象に、より良いケアの提供を目的とした実践科学である。そのための理論の体系
化やケアの方法の開発等、研究課題は数多くあり、それらを一つずつ明らかにして、目に見える成果を
作っていくことが重要である。また、それらの成果を積極的に公表し、着実に集積していくことが必要
である。 
看護学の研究成果を公表する機会や専門学会は、看護系大学・大学院の増加にも伴い、以前に比して
格段に増加していると思われる。しかしながら、看護学に秀でた研究論文について学内外の多領域から
理解を深めるような場として、また、若手の教育・研究・実践者の荒けずりではあるが、将来性のある
ユニ－クな研究や実践の発表の場として、本誌はその存在価値を今後も高めていけるものと期待するも
のである。 
 
本誌の刊行にあたりご協力くださいました関係機関・関係各位に深く感謝の意を表します。 
また、適切な査読にご協力くださいました査読委員の皆様方に心よりお礼申し上げます。 
 
2009年 3月 
横浜看護学雑誌編集委員長 田髙 悦子 
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